
防 .山 科 _学 節 23 巻-Ⅳ

EfrもctsofAnionicSTurfaclant8tOtheZITeJnaloc王de.StudiesonSupplmentsofPesticides,ⅩVI

X6kiHIROTA,TaknyasuYA''AD̂ (Yasu.gawaPlant,Sank}-oCo･･Ltd･Yasucho,ShigaPref･)
ReceivedOc-.25,1958_BoLJ小払gaku,23,227,1958(with Englishrisuini229)

4l･アニオン系界面活性剤の接触性栽 線 虫剤におよぽす影 響半 El菜補助剤の研究 (卿･6削
広田事詔 書山田随伴 (三共株式会社野洲川=場) 33.10.25受理

人体寄生虫駆除効力を有する rcsorcin系の化合物 octilchlororcsorc王nolの稲心枯綜虫に対する

穀繰出力と dialkylsodiumsulfosuccinateの閃尉こついて調べた結果,butyl,isoamylcster･を添

加した場合が滋も効力が高く,その他の場合主剤の効力は抑制された.活性剤の HLB,伍からみれ

ば12附近より上で効力は増進され,polyoxyethylenalkylether系の場合と一致し,活性剤の物理

的性質との関係iま見られなかった.

殺虫剤に界面活性剤を加えた場合の効力に対する彫

軌 ま複雑であるが,その変化は室内試験の場合,洪皮

との関係において,大体三つの型に分けられることは

すでに報告し;その大きな要因は,主剤と虫体が接触

する浴披中における活性剤の構成するミセルによるこ

ともすでに述べた】). '

また一方,界面活性剤の彫哲は活性剤の種痴 こよっ

ても変ることは当然で, この場合,主剤の効力は活性

剤のHLBによって左右され,アズキゾウムシに対す

るDDT剤の効力は親油性の活性剤を惑加した万が
親水性の活性剤を添加した場合に比べて大きかった2'.

~今回,昆虫とは性質を異にする植物線虫の-1晩 稲

の心枯緑虫について同様な試験を行った.一級に農業

に利用される殺繰出剤は土壌中において煉恭的に緑虫

に作用するものが多いが,実験に用いた殺線虫剤,

octylchlororesorcinol(以下 0.C･R.と記す)は線

虫に対し接触的に作用するものである. 0.C.a.の

接触的殺線虫効力に対する非イオン界面活性剤 poly-

oxycthylenalkylethcrの膨哲についてはすでに検討

し,帝位剤の･HLBの関係を調べた37･今回はさらに

アニオン系界面活性剤である alkylsodium sulfo一

号u?ci-t3系の8校を用いて実験を行い,前回と比較
枚討した.

実 ･ 1 験

班用界面活性瓢 R-NJasulfo,uccinate■系で R:

butyl,Z'so-amyl,2-ethylh｡Xyl,isooctyl,octyl,

dccyl,1auryl;ol〇ylの8軽である.

袈面幻力および拡屈指払 衣面張力はス トラグ

モメ-ターを用い耽読海法にて比去面張力を求めた.拡

展指数は･{ラフイングラス上の小柄の底面も'lSと容胡

Ⅴ を求めることにより E-S/V(E:拡蛙rLi数)の

式にて求め,方法,群只についてはすでに報告した1'.
測定の結果節1表のとおりであ.る･

･試験方法.供試線虫は稲心枯線虫(ApheletlChoides

♯昭和33年3月 日本応用動物昆虫学大会にて口拭

besseyL')を柾籾からベールアン民法によって分舵した

ものを班用した5).

実験はすべて 0.C.R.の0.02%紋にて行い,界面

活性剤は 0.001,0.01,0.1,1%の4泣皮について行

った.例えば活性剤1%の場合について述べ ると,.

0.C.R.の1%ェタノール紋を 2cc取 り茶沼水にて

25ccとし,これに界面活性剤の4%調整法 25ccを

加えて超苫波にまって乳化し粒子をできるだけ均一に

した.つぎに線虫を 15-20個体含む絞 50ccと合せ,

これをふりまぜた後200恒温槽内に2時間放EV}iuL斑紋

鏡下で生死を判定した.その結果は節1図のとおりで

ある.なお試験は4回反復した.
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Fig.1.EffectofHLBofsurfactantstothe
toxic王tyof0.C.氏.(1:5000).

結果および考察

Alkylsodiumsuccinat〇系界面活性剤の 0.C.R

の殺線出力に与える宕巨額は第1図に示すように,大体

活性剤の氾皮に比例して効力は抑制された. Butyl,

isoamylcstcrの場合は他の活性剤と異なり低氾皮に

おいて効力増加の幌向を示したが,これも1%に糾 ､

ては抑制的に鋤いている.

さきに行ったAlky1-0(CH.CH20-)lSHの結果を

示すと第2蓑のとおりであが).

この切合も丁股に抑制的に作用するが,その作用と

戯皮の関係は前記の結果と実ってい.る.
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ャable1.SurfacechemicalpropertiesofdiauEylsodlum Sulfosuccimte.ら/V.･spreadingitndex
(bottomareaofdrop/volumeofdrop),0.:contact叫gle,γ:surfacetension,temp.180土10

井impJosibleinmeasuring

Table2/Theeffectof氏-0(CHeCHeO-)14_1.5H tothetoxicityofoctyl-chlororesorc王nol(1:5000).

Arkylbaseofsurfactant l0.001% 1 0.01 1 0.1 t l ､I HLB

･HLB と殺虫力の関係.これら界市活性剤の HLB

を小田氏の計許法6,7)によって計算した結果は第1去,

黄2表に示したとおりである.この結果と殺虫率のBg

係を昇ると第2図のとおりである･図で明らかである

ように HLB偵12附近以上から効力は高くなり,節

1表に示した物理性との関に餌速笹は見られなかった.
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この憤向は薬剤と活性剤および供試出が直接同一浴披

中で接触するようなとき,すなわち窒円試験の場合な

どにおいて見られる現象で,野外試険の場合と同二に

論じることはできない.

なお ethylhexy.1,isooctyl,octylの各 esterは

HLBの計許から見ると同地であるが,効力に与えろ
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Fig.2.EffectsofdialkylsodiLl.mSulfosuccinate

tothctoxicityofO･C･R･(1≡5000)invitTO･
A:buthylestcr B:isoamyle.C:2.Cthyl

hcxyle.D:isooctyle.E:Octyle.F:decyle.

G:lauTyle.

彫弓劉ま同一ではない.これは化学構造が_頻 る場合

HLBを同二に論じることができない例でこれについ

ては小田氏も述べている7)

主剤効力の抑制作用についてはこれまでしばしば述

べたように8),

a) 界面活性剤が虫体の界面に収着したり,梢成し

たミセルの中に主剤が包合されるため,英剤と虫体と

の接触は絞和される.

･b) 界面活性剤が生活体の活性を低下させるため薬

剤に対する感受性がにぶる.

以上の考え方を適用することができる.
I

･ 要 的

Octylchlororesorc王nolの稲心枯緑虫に対す る殺

掠虫力とdialkylsodillmSulfosuccimteの関係につ

いて試験した.界面活性剤8種の内,bt..tyl,isoamyl
基のものは効力を増強したが, 2･ethyl,isooctyl,

octyl,decyl,lauryl,olcyl基のものはすべて効力を

抑制した. .

これらのHLBを計許し効力との関係を調べた結凪

大体は以上にて効力の増加が見られ, これはすでに

報告したalkyll0-(CH等CHニO-)15IIの場合と似た結

界を得た.

1

界面活性剤の渋皮と効力の関係は｢馳こ渋皮の試い

iまど0.C.R.の効力を抑制し,buty1,Z.soamylのエ

ステル以外では1%において殺虫力はほとんど示され

なかった.

文 献

1) 広軌 竹内,防虫科学 20,1(1955)

2) 広田,昭和33年4月 応用動物昆虫学会シンポジ

ウム光宏

3) 広田,山田,日本放物病理学会報22,30(1957)

4) 広軌 苗等研究所年報 9,167(1957)

5) T.Goodey, .TeclmicalBlユ11etinNo.2=La-

boratorymethodsforworkwithplantand

soilnematodos5,(1951)

6) 小田,寺村,界市活性剤の合成と英応用 501

(1957)

7) 小田良平,帝人タイムス 22,10(1952)

8) 広軌 旭化学 6,454,(1957)

R占sum占

Octylchloror〇sorsiD.Ol(0.C.R.)atlddialkylsol
dillm SulfosllCCinatesweretcstedforcontrolof

thenernatodeAL･heZenchot'desbesseyiofriceplant

in thelaboratory.Thesurfactantshav王ng the

followingalkylgroupsarellSed;butyl,isoamy1

2-ethylhexyl,isooctyl,decyl,laurylandolcyl.

Thencnatodewascollectedfromriceseedby

theBaermann'smethod.

TheefEcctsof0.C.R.increase'dh0_1-0.001%

solut王Onsofdiblltylanddilsoamylestcrs,lmtin

otherstlrfactantssolutio益sdecreasedinproportion

tothecarbonD.umberortheiralkylgroups･

ontheothlerhand,thetoxicityof0.C.R.also

decreaSewith iD.Creasingconcentration ofthe

surfaCtantS,andwasalmostlostbyl% su血･

ctants.ThismaybedlletOthefollowiD_gtwo

reasons;thefirst,thetoxicantmayb〇hrdto

contacttothenematode,becalユSethetoxicantis

heldinthemicellstructureofthesurfactants,

aD.dthesecond,thesensibilityofthenematode

to血etoxicatltmaybereduced,forthevitality

ofthepestisIWealEendbythesurfactalユtS.Itwas

foll.ndthatthemortalitydfthenematodeincreased

bysllrEactantswith HLB ワverabolユt12,when

HLB value(HydrophylLypophylBalance)of

thesesurfactatltSWereClllculatcdbydieOda's

method/Thisresult'wasthesameasinthecase

ofalky1-0(CH2CI1201)柑H･

･ - . 2第


